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1. はじめに 
本発表では、線引き加工により結晶化ガラス内部
に SMFを融着固定した超耐熱性ファイバスタブの信
頼性試験結果を報告する。また、昇降温時における
スタブ端面の状態変化について報告する。 
2. 評価内容 
＜高温高湿試験、温度サイクル試験＞ 
試作した超耐熱性ファイバスタブを用い、両端面
を AdPC 研磨した試料を作製した(外径φ1.249mm-長
さ 8mm)。作製した試料の両端面にジルコニア製割り
スリーブを介して MU 型コネクタを接続し、挿入損
失と反射減衰量の変動を調べた（2 接続点／１試
料：Fig.1 接続模式図）。試験条件は高温高湿試験：
85℃－85％、温度サイクル試験：-40℃～85℃でいず
れも Telcordia-1221に準拠した条件とした。 
＜端面形状変化（25℃～300℃）＞ 
試作したファイバスタブの端面を研磨し、３次元
形状測定器にセットしてスタブを加熱しながら、温
度変化によって生じた端面の形状変化を調べた。 
3. 評価結果 
＜高温高湿試験、温度サイクル試験＞ 

Fig.2、Fig.3 に示すように、85℃－85％の高温高湿
環境下で 168 時間経過後、-40℃～85℃の温度サイク
ルの 21サイクル経過後で、どちらも挿入損失の変動
は+/-0.2dB 以下であった。また試験中いずれも反射
減衰量は-55dB を維持した。尚、挿入損失の初期特
性はいずれの試料も 0.2dB以下と良好であった。 
＜端面形状変化＞ 

Fig.4 に超耐熱性ファイバスタブと接着剤によって
ファイバを固定したスタブの 25℃～300℃における
ファイバ引き込み量の変化を示す。接着剤によって
ファイバを固定したスタブでは 100℃以上に昇温す
ると接着剤の変質に伴うファイバの引き込みが生じ、
室温に戻してももとの状態には戻らなかった。 
これに対し、超耐熱性ファイバスタブではファイ
バ先端の弾性変形のみが観測され、その変化は可逆
的であった。尚、試験後もファイバとフェルールの
融着固定は維持されたままであった。 
まとめ 
結晶化ガラス内部に SMFが融着固定された超耐熱
性ファイバスタブは実使用上十分な信頼性を有する
こと、および高温でも安定した接続を維持できるこ
とが解った。 
今後、ハイパワー光を扱うシステムなど、耐熱性
が要求される用途への応用が期待される。 

 

Fig.1 接続模式図 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.2 挿入損失変動／高温高湿試験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.3 挿入損失変動／温度サイクル試験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Fig.4  ファイバ引き込み量 (引き込み側 +表示) 
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